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Ⅰ アンケート調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、市民の皆さまの「地域福祉」に関するご意見をお聴きし、計画づくりに反映することを

目的として実施しました。

２ 調査概要 

◇調査対象者：市内在住の 20歳以上の方（無作為抽出） 

◇調 査 期 間：令和３年２月１７日（水）～３月３日（水） 

◇調 査 方 法：郵送配布・郵送回収による本人記入方式 

３ 回収結果 

◇配 布 数：2,000 件 

◇有効回収数：1,009 件 

◇有効回収率：50.5％ 

４ 報告書の見方 

◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表

においても反映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があ

ります。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

◇図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する人）を表しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

◇本文中の前回調査とは、平成 28 年度に実施した「太宰府市の地域福祉に関する市民アンケート」を

指します。 
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45.2 54.3 0.1 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

男性 女性 その他 不明・無回答

6.6 12.4 16.7 14.8 16.4 23.2 9.6 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

70歳代 80歳以上 不明・無回答

17.4 

9.0 

8.7 

13.3 

11.8 

16.8 

12.1 

8.6 

2.2 

0% 5% 10% 15% 20%

太宰府小学校区

太宰府東小学校区

太宰府南小学校区

水城小学校区

水城西小学校区

太宰府西小学校区

国分小学校区

わからない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

Ⅱ アンケート調査結果 

１ あなたご自身について 

○ あなたの性別をお選びください。（単数回答） 

性別についてみると、「女性」が 54.3％と最も高く、次いで「男性」が 45.2％、「その他」が 0.1％と

なっています。

○ あなたの年代をお選びください。（単数回答） 

年代についてみると、「70 歳代」が 23.2％と最も高く、次いで「40 歳代」が 16.7％、「60 歳代」が

16.4％となっています。

○ あなたが住んでいる小学校区はどちらですか。（単数回答） 

住んでいる小学校区についてみると、「太宰府小学校区」が 17.4％と最も高く、次いで「太宰府西小

学校区」が 16.8％、「水城小学校区」が 13.3％となっています。
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26.8 

5.0 

3.8 

0.4 

2.0 

17.2 

14.9 

25.7 

3.7 

0.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

会社員、団体職員

公務員

自営業（農業などを除く）

農業など

学生

家事専業

パート・アルバイト

無職

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

12.0 32.9 46.8 5.5 

2.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

ひとり暮らし（単身） 夫婦のみ ニ世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫） その他 不明・無回答

○ あなたの主な職業をお選びください。（単数回答） 

主な職業についてみると、「会社員、団体職員」が 26.8％と最も高く、次いで「無職」が 25.7％、「家

事専業」が 17.2％となっています。

○ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（単数回答） 

家族構成についてみると、「二世代世帯（親と子）」が 46.8％と最も高く、次いで「夫婦のみ」が 32.9％、

「ひとり暮らし（単身）」が 12.0％となっています。
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1.8 

8.8 

11.3 

8.3 

5.6 

39.8 

5.8 

8.3 

29.3 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

乳児（１歳未満）

幼児（１歳から就学前）

小学生

中学生

高校生

65歳以上の人

介護を必要とする人

障がいのある人

いずれもいない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

5.1 8.9 7.4 24.0 16.1 38.1 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上

不明・無回答

○ あなたが現在一緒に住んでいるご家族のなかに、つぎのような人（あなた自身も含み

ます）はいますか。（複数回答） 

家族につぎのような人はいるかについてみると、「65 歳以上の人」が 39.8％と最も高く、次いで「い

ずれもいない」が 29.3％、「小学生」が 11.3％となっています。

○ あなたは太宰府市に住んで何年になりますか。（単数回答） 

太宰府市に住んでいる年数についてみると、「30 年以上」が 38.1％と最も高く、次いで「10年以上 20

年未満」が 24.0％、「20年以上 30年未満」が 16.1％となっています。



5 

28.8 

46.7 

50.1 

39.6 

15.9 

7.7 

1.9 

1.7 

3.3 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

前回調査（N=465）

とても関心がある やや関心がある あまり関心がない

まったく関心がない 不明・無回答

19.1 58.0 9.7 7.0 

0.6 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=797）

子ども 高齢者 障がいのある人 生活困窮者 その他 不明・無回答

2.1 22.3 0.2 66.9 

2.8 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

福祉を必要とする人は、家族や親戚が面倒をみればよい

福祉は、国や市町村といった行政の責任で行うべき

福祉は、行政に頼らず、住民同士で助け合うべき

福祉は、行政と住民が協力しながら、地域で支え合うべき

その他

不明・無回答

２ 「福祉」について 

問１ あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。（単数回答） 

「福祉」の関心度についてみると、「やや関心がある」が 50.1％と最も高く、次いで「とても関心が

ある」が 28.8％、「あまり関心がない」が 15.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「とても関心がある」が 17.9 ポイント、「やや関心がある」が 10.5 ポイント

減少し、「あまり関心がない」が 8.2 ポイント増加しています。

問１で「とても関心がある」、「やや関心がある」を選んだ方 

問１-１ 「福祉」のどのような分野にもっとも関心がありますか。（単数回答） 

もっとも関心のある「福祉」の分野についてみると、「高齢者」が 58.0％と最も高く、次いで「子ど

も」が 19.1％、「障がいのある人」が 9.7％となっています。

問２ これからの「福祉」のあり方は、どのようであるべきだと思いますか。（単数回答） 

あるべきだと思う「福祉」のあり方についてみると、「福祉は、行政と住民が協力しながら、地域で支

え合うべき」が 66.9％と最も高く、次いで「福祉は、国や市町村といった行政の責任で行うべき」が

22.3％、「その他」が 2.8％となっています。
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59.1 

33.4 

24.7 

11.0 

22.4 

41.5 

10.0 

3.9 

3.9 

3.5 

58.9 

43.7 

17.2 

13.1 

25.8 

41.9 

10.5 

3.9 

1.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80%

福祉の制度、サービス、理念や考え方

などについて学ぶこと

住民が地域の福祉についての課題を

話し合える場をつくること

子どもへの虐待など、近年クローズ

アップされている福祉問題について

学ぶこと

母子保健や子育ての方法などに

ついて学ぶこと

介護体験や介護を必要とする人の

疑似体験など、体験学習をすること

介護を必要とする人やその家族など

の話を聞いたり、交流したりすること

手話や点字、介護方法などの技術を

習得すること

その他

特に必要なことはない

不明・無回答

今回調査（N=1,009） 前回調査（N=465）

問３ あなたは、住民が福祉について理解を深めるためには、どのようなことが必要だと

思いますか。（３つまで複数回答） 

住民が福祉について理解を深めるために必要なことについてみると、「福祉の制度、サービス、理念や

考え方などについて学ぶこと」が 59.1％と最も高く、次いで「介護を必要とする人やその家族などの話

を聞いたり、交流したりすること」が 41.5％、「住民が地域の福祉についての課題を話し合える場をつ

くること」が 33.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「住民が地域の福祉についての課題を話し合える場をつくること」が 10.3 ポ

イント減少し、「子どもへの虐待など、近年クローズアップされている福祉問題について学ぶこと」が

7.5 ポイント増加しています。 
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18.2 

23.9 

34.9 

36.1 

32.3 

26.2 

10.4 

6.7 

4.2 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

前回調査（N=465）

親しくおつきあいしているお宅がある

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつはするが、それ以上の話はしない

つきあいがほとんどない

不明・無回答

３ 地域での生活について 

問４ あなたは、普段近所の人とどの程度のつきあいをされていますか。（単数回答） 

近所の人との普段のつきあいの程度についてみると、「たまに立ち話をする程度」が 34.9％と最も高

く、次いで「会えばあいさつはするが、それ以上の話はしない」が 32.3％、「親しくおつきあいしてい

るお宅がある」が 18.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「つきあいがほとんどない」が 6.7％から 3.7 ポイント増加し、全体の約１割

となっています。



8 

17.2 

42.2 

5.1 

16.0 

3.5 

0.2 

7.0 

2.3 

3.0 

3.5 

19.0 

35.3 

7.8 

17.0 

2.0 

0.0

7.8 

4.6 

2.0 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

あまり知らないから

かかわる機会や時間がないから

家族にまかせているから

特に必要を感じないから

わずらわしいから

時間を割くのが惜しいから

人とのつきあいが苦手だから

どうしたらよいかわからないから

その他

不明・無回答

今回調査（N=431） 前回調査（N=153）

問４で「会えばあいさつはするが、それ以上の話はしない」、「つきあいがほとんどない」を選んだ方 

問４-１ つきあいがほとんどないのはなぜですか。（単数回答） 

つきあいがほとんどない理由についてみると、「かかわる機会や時間がないから」が 42.2％と最も高

く、次いで「あまり知らないから」が 17.2％、「特に必要を感じないから」が 16.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「かかわる機会や時間がないから」が 6.9 ポイント増加しています。
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7.6 

13.8 

5.5 

7.9 

11.9 

6.6 

3.5 

1.9 

13.3 

9.7 

14.0 

5.4 

30.3 

25.5 

3.2 

81.3 

73.1 

81.8 

79.8 

76.1 

82.3 

85.4 

86.9 

75.0 

77.4 

73.8 

83.1 

55.1 

60.3 

15.5 

11.1 

13.1 

12.8 

12.3 

12.0 

11.1 

11.1 

11.2 

11.7 

12.9 

12.2 

11.6 

14.6 

14.3 

81.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①買い物や通院などの外出が不便

②力仕事（家具の移動など）ができない

③家事労働（炊事、洗濯など）がきつい

④庭・畑仕事（草取りなど）ができない

⑤機械類・電化製品の使い方や修理方法が

わからない

⑥話し相手、遊び相手、相談相手が少ない

⑦ごみ出しが困難

⑧近所づきあいがうまくいかない

⑨運動する場所や機会の不足

⑩生涯学習などの場所や機会の不足

⑪生活費の不足

⑫経済的な理由や多忙により食事の準備が

十分にできない

⑬自分自身や家族が認知症になった時の

対応が不安

⑭避難や安否確認など災害への備えが不安

⑮その他

今回調査（N=1,009）

困っている 困っていない 不明・無回答

問５ 毎日の暮らしのなかでのあなたの困りごとはどのようなことですか。 

また、それについて支援は必要ですか。 

Ａ 困りごと（①～⑮それぞれ単数回答） 

毎日の暮らしのなかでのあなたの困りごとについてみると、〔⑬自分自身や家族が認知症になった時

の対応が不安〕、〔⑭避難や安否確認など災害への備えが不安〕で「困っている」がそれぞれ 30.3％、

25.5％と他と比べて高くなっています。
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5.4 

10.5 

2.9 

5.4 

9.2 

3.6 

2.3 

0.9 

7.4 

8.0 

8.9 

3.8 

30.6 

25.3 

2.5 

68.7 

64.0 

71.4 

68.4 

64.9 

70.0 

70.3 

71.8 

65.8 

64.9 

65.7 

69.6 

47.8 

51.3 

14.3 

26.0 

25.5 

25.8 

26.3 

25.9 

26.5 

27.5 

27.4 

26.8 

27.1 

25.4 

26.7 

21.6 

23.4 

83.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①買い物や通院などの外出が不便

②力仕事（家具の移動など）ができない

③家事労働（炊事、洗濯など）がきつい

④庭・畑仕事（草取りなど）ができない

⑤機械類・電化製品の使い方や修理方法が

わからない

⑥話し相手、遊び相手、相談相手が少ない

⑦ごみ出しが困難

⑧近所づきあいがうまくいかない

⑨運動する場所や機会の不足

⑩生涯学習などの場所や機会の不足

⑪生活費の不足

⑫経済的な理由や多忙により食事の準備が

十分にできない

⑬自分自身や家族が認知症になった時の

対応が不安

⑭避難や安否確認など災害への備えが不安

⑮その他

今回調査（N=1,009）

支援が必要 支援は必要ない 不明・無回答

Ｂ 支援の必要性（①～⑮それぞれ単数回答） 

困りごとに対する支援の必要性についてみると、〔⑬自分自身や家族が認知症になった時の対応が不

安〕、〔⑭避難や安否確認など災害への備えが不安〕で「支援が必要」がそれぞれ 30.6％、25.3％と他と

比べて高くなっています。
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9.7 

8.0 

62.6 

62.2 

18.3 

17.4 

1.4 

2.6 

2.2 

1.5 

5.7 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

前回調査（N=465）

積極的に対応したい できるだけ対応したい

対応したいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

問６ 日々の暮らしのなかで困りごとを抱える人から助けを求められた時、あなた自身は

どう対応したいと思いますか。（単数回答） 

日々の暮らしのなかで困りごとを抱える人から助けを求められた時の対応についてみると、「できる

だけ対応したい」が 62.6％と最も高く、次いで「対応したいができれば避けたい」が 18.3％、「積極的

に対応したい」が 9.7％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はありません。 
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19.6 

1.5 

44.7 

13.1 

1.0 

7.0 

2.5 

9.0 

1.5 

21.5 

1.1 

29.0 

14.0 

4.3 

10.8 

2.2 

12.9 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

対応したいが忙しいから

対応したいが家族が反対するから

対応の方法がわからず不安だから

人とのかかわりが苦手だから

時間を割くのが惜しいから

他人の問題で自分には関係ないから

興味関心がないから

その他

不明・無回答

今回調査（N=199） 前回調査（N=93）

問６で「対応したいができれば避けたい」、「かかわりたくないので何もしない」を選んだ方 

問６-１ そのように考えるのはどのような理由からですか。（単数回答） 

そのように考える理由についてみると、「対応の方法がわからず不安だから」が 44.7％と最も高く、

次いで「対応したいが忙しいから」が 19.6％、「人とのかかわりが苦手だから」が 13.1％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「対応の方法がわからず不安だから」が 15.7 ポイント増加しています。
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53.6 

20.5 

9.8 

16.7 

15.2 

9.5 

8.4 

15.1 

10.8 

13.1 

7.2 

21.6 

9.3 

14.9 

37.8 

11.1 

6.1 

10.7 

1.4 

13.0 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安否確認の声かけ

心配ごとなどの相談相手

子どもの短時間の預かり

買い物の手伝い

通院の手伝い

家事の手伝い

外出の手伝い

家具の移動などの力仕事

草取りなどの庭・畑仕事

電球の交換や電化製品の簡単な修理

ごみ出しの手伝い

急病になった時の家族や親戚への連絡

急病になった時の看病

介護を必要とする人の短時間の預かり

災害への備えや避難時の支援

日常的な話し相手

生活費の援助

食材や食事の提供

その他

特にない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問７ あなたやご家族に助けが必要になった時、地域の人たちにどのような支援をしてほ

しいと思いますか。（複数回答） 

本人やその家族に助けが必要になった時、地域の人たちに支援をしてほしい支援についてみると、「安

否確認の声かけ」が 53.6％と最も高く、次いで「災害への備えや避難時の支援」が 37.8％、「急病にな

った時の家族や親戚への連絡」が 21.6％となっています。
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17.0 59.0 2.3 13.2 3.6 

2.0 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

地域をよくする活動をみんなで協力し合って行いたい

隣近所の人とのつきあいは大切にしたい

地域の人や隣近所の人とはかかわりを持ちたくない

他人の協力は期待していない（自分のことは自分でする）

興味関心がない

その他

不明・無回答

問８ 地域での人と人とのかかわりについて、あなたのお考えに近いものをお選びくださ

い。（単数回答） 

地域での人と人とのかかわりについての考え方についてみると、「隣近所の人とのつきあいは大切に

したい」が59.0％と最も高く、次いで「地域をよくする活動をみんなで協力し合って行いたい」が17.0％、

「他人の協力は期待していない（自分のことは自分でする）」が 13.2％となっています。
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13.1 

9.6 

16.4 

7.3 

17.4 

48.4 

24.7 

7.3 

8.8 

42.0 

9.3 

4.2 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難場所がわからないこと

避難場所まで遠いこと

素早く避難できないこと

近所に自力で避難できない人がいること

安全な避難経路がわからないこと

避難場所の生活が長引くこと

災害の情報を正確に収集できないこと

住んでいる場所が孤立すること

住んでいる場所が危険区域にあること

食料や水を確保できないこと

特にない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問９ 近年、大災害が多発しています。あなたは、太宰府市で大災害（地震や台風、土砂

災害など）が発生するおそれがある場合、どのようなことが不安ですか。 

（３つまで複数回答） 

太宰府市で大災害が発生するおそれがある場合の不安についてみると、「避難場所の生活が長引くこ

と」が 48.4％と最も高く、次いで「食料や水を確保できないこと」が 42.0％、「災害の情報を正確に収

集できないこと」が 24.7％となっています。
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5.0 93.1 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

聞いたことがある 聞いたことがない 不明・無回答

59.9 

43.3 

34.0 

3.4 

9.8 

35.1 

7.2 

12.7 

7.6 

8.9 

23.6 

1.6 

2.9 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

自分や同居する家族の避難方法や避難場所の確認

災害に備え緊急の連絡方法を家族や知り合い同士で

話しておくこと

日ごろからの隣近所とのあいさつ、

声かけやつきあい

災害対策の学習会の開催

地域での避難訓練の実施

危険箇所の把握

地域における自主防災組織などの支援団体組織づくり

要配慮者（災害時において特に配慮を要する人）の把握

要配慮者に対する情報伝達の体制づくり

避難支援者（要配慮者の避難を支援する人たち）の把握

自ら避難することが困難である人を予め市に登録しておく

こと（避難行動要支援者避難支援制度）

その他

特にない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 10 地震や台風などの災害への備えとして、どのようなことが重要だと思いますか。 

（３つまで複数回答） 

災害への備えとして、重要だと思うことについてみると、「自分や同居する家族の避難方法や避難場

所の確認」が 59.9％と最も高く、次いで「災害に備え緊急の連絡方法を家族や知り合い同士で話してお

くこと」が 43.3％、「危険箇所の把握」が 35.1％となっています。

問 11 あなたがお住まいの地域において、夫婦間の暴力や家族などによる虐待についてお

聞きになったことがありますか。（単数回答） 

お住まいの地域において、夫婦間の暴力や家族などによる虐待について聞いたことがあるかについて

みると、「聞いたことがある」が 5.0％、「聞いたことがない」が 93.1％となっています。
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7.5 

8.5 

16.5 

18.2 

37.2 

2.7 

0.7 

1.9 

2.7 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40%

近隣の人に連絡する

自治会の役員に連絡する

民生委員・児童委員に連絡する

市役所へ連絡する

警察へ連絡する

学校へ連絡する

直接自分で様子をみるため訪問する

かかわりたくないので何もしない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

17.9 58.9 15.5 1.6 

1.2 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

積極的に声かけしたい できるだけ声かけしたい

声かけしたいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

問 12 もしあなたの周囲で、虐待が発生している可能性がある場合、最初にどのように対

応しますか。（単数回答） 

周囲で虐待が発生している可能性がある場合の最初の対応についてみると、「警察へ連絡する」が

37.2％と最も高く、次いで「市役所へ連絡する」が 18.2％、「民生委員・児童委員に連絡する」が 16.5％

となっています。

問 13 認知症と思われる人がまちのなかで戸惑っている様子を見かけた時、あなた自身は

どのように対応したいと思いますか。（単数回答） 

認知症と思われる人がまちのなかで戸惑っている様子を見かけた時の対応についてみると、「できる

だけ声かけしたい」が 58.9％と最も高く、次いで「積極的に声かけしたい」が 17.9％、「声かけしたい

ができれば避けたい」が 15.5％となっています。
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80.2 10.5 

2.3 2.3 0.0 3.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=172）

対応の方法がわからないから 人とのかかわりが苦手だから

時間を割くのが惜しいから 他人の問題で自分には関係ないから

興味関心がないから その他

不明・無回答

問 13で「声かけしたいができれば避けたい」、「かかわりたくないので何もしない」を選んだ方 

問 13-１ そのように考えるのはどのような理由からですか。（単数回答） 

そのように考える理由についてみると、「対応の方法がわからないから」が 80.2％と最も高く、次い

で「人とのかかわりが苦手だから」が 10.5％、「その他」が 3.5％となっています。
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71.4 

25.4 

12.4 

26.7 

10.5 

8.5 

9.2 

10.3 

10.1 

11.4 

22.1 

22.6 

3.0 

1.8 

16.4 

16.7 

0.6 

6.9 

2.1 

5.7 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%

安否確認の声かけ

心配ごとなどの相談相手

子どもの短時間の預かり

買い物の手伝い

通院の手伝い

家事の手伝い

外出の手伝い

家具の移動などの力仕事

草取りなどの庭・畑仕事

電球の交換や電化製品の簡単な修理

ごみ出しの手伝い

急病になった時の家族や親戚への連絡

急病になった時の看病

介護を必要とする人の短時間の預かり

災害への備えや避難時の支援

日常的な話し相手

生活費の援助

食材や食事の提供

その他

特にない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 14 あなたの身近なところで、困っている人がいた場合、あなた自身はどのような支援

ができると思いますか。（複数回答） 

身近なところで困っている人がいた場合にできる支援についてみると、「安否確認の声かけ」が 71.4％

と最も高く、次いで「買い物の手伝い」が 26.7％、「心配ごとなどの相談相手」が 25.4％となっていま

す。
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15.8 30.2 49.2 4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

現在活動している

過去に活動したことがあるが、現在は活動していない

活動したことがない

不明・無回答

54.1 

27.0 

19.5 

0.6 

12.6 

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自治会の活動

子ども会・ＰＴＡの活動

長寿クラブ（老人クラブ）の活動

消防団の活動

その他

不明・無回答

今回調査（N=159）

４ 地域活動やボランティア活動について 

問 15 あなたは現在、自治会や子ども会、長寿クラブ（老人クラブ）の活動など、地域活

動をしていますか。（単数回答） 

現在、地域活動をしているかについてみると、「活動したことがない」が 49.2％と最も高く、次いで

「過去に活動したことがあるが、現在は活動していない」が 30.2％、「現在活動している」が 15.8％と

なっています。

問 15で「現在活動している」を選んだ方 

問 15-1 どんな活動をしていますか。（複数回答） 

している地域活動についてみると、「自治会の活動」が 54.1％と最も高く、次いで「子ども会・ＰＴ

Ａの活動」が 27.0％、「長寿クラブ（老人クラブ）の活動」が 19.5％となっています。
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38.4 15.1 7.5 25.2 4.4 6.3 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=159）

地域での支え合い 隣近所とのふれあいを求めて

生きがい・やりがいを求めて 役回りなどで仕方なく

ただなんとなく その他

不明・無回答

21.5 

3.7 

5.1 

6.0 

7.2 

1.5 

8.1 

3.1 

1.6 

7.2 

0.4 

2.0 

1.7 

16.6 

6.4 

7.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

仕事などの都合で機会がない

引越して間もない

活動の方法がわからない

時間がない

興味がない

活動内容が大変だから

体調がすぐれない

知り合いがいない

いやな思いをしたくない

役が回ってこない

家の人が気にする

自信がない

自治会に入っていない

特に理由はない

その他

不明・無回答

今回調査（N=801）

問 15で「現在活動している」を選んだ方 

問 15-2 どのような目的で活動していますか。（単数回答） 

地域活動をしている目的についてみると、「地域での支え合い」が 38.4％と最も高く、次いで「役回

りなどで仕方なく」が 25.2％、「隣近所とのふれあいを求めて」が 15.1％となっています。

問 15で「過去に活動したことがあるが、現在は活動していない」、「活動したことがない」を選んだ方 

問 15-3 現在活動していない理由は何ですか。（単数回答） 

地域活動をしていない理由についてみると、「仕事などの都合で機会がない」が 21.5％と最も高く、

次いで「特に理由はない」が 16.6％、「体調がすぐれない」が 8.1％となっています。
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5.2 21.4 22.8 41.0 6.0 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

現在参加している

以前に参加したことがあるが、現在参加していない

まったく参加したことはないが、今後参加したい

まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない

その他

不明・無回答

問 16 あなたは、問 15 のような地域での活動以外に、個人的にボランティア活動や NPO の

活動に参加したことがありますか。（単数回答） 

問 15 のような地域での活動以外に、個人的にボランティア活動や NPO の活動に参加したことがある

かについてみると、「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」が 41.0％と最も

高く、次いで「まったく参加したことはないが、今後参加したい」が 22.8％、「以前に参加したことが

あるが、現在参加していない」が 21.4％となっています。
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13.5 

21.2 

5.6 

12.7 

14.8 

15.4 

4.3 

40.8 

4.8 

14.8 

28.4 

8.4 

14.4 

18.5 

19.8 

4.3 

32.3 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

児童福祉・子育て支援

（子育て相談や子育てサークル支援 など）

高齢者福祉（声かけ・見守り活動、

ごみ出しなどの生活支援、サロンの支援 など）

障がい福祉

（手話や音読・点字訳、外出支援、施設訪問 など）

青少年健全育成（登下校時の子どもの見守り、

子ども会などへの協力 など）

健康づくり（健康運動教室等の運営協力 など）

防災・防犯（地域防災・防犯活動 など）

その他

参加したくない

不明・無回答

今回調査（N=1,009） 前回調査（N=465）

問 17 あなたは、今後、次のような福祉にかかわる地域活動やボランティア活動などに参

加したいと思いますか。（複数回答） 

今後、福祉にかかわる地域活動やボランティア活動などに参加したいかについてみると、「参加した

くない」が 40.8％と最も高く、次いで「高齢者福祉（声かけ・見守り活動、ごみ出しなどの生活支援、

サロンの支援 など）」が 21.2％、「防災・防犯（地域防災・防犯活動 など）」が 15.4％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「参加したくない」が 8.5 ポイント、「高齢者福祉（声かけ・見守り活動、ご

み出しなどの生活支援、サロンの支援 など）」が 7.2ポイント増加しています。 
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7.0 

39.3 

2.7 

1.0 

3.6 

9.5 

0.0

4.6 

24.3 

6.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

福祉活動に関心がないから

時間的に余裕がないから

気恥ずかしいから

活動に関する情報がないから

一緒に参加する仲間がいないから

参加するきっかけがないから

家族の理解が得られないから

活動に活かせるものがないから

健康上の理由で難しいから

その他

不明・無回答

今回調査（N=412）

問 17で「参加したくない」を選んだ方 

問 17-1 参加したくないのはなぜですか。（単数回答） 

地域活動やボランティア活動などに参加したくない理由についてみると、「時間的に余裕がないから」

が 39.3％と最も高く、次いで「健康上の理由で難しいから」が 24.3％、「参加するきっかけがないから」

が 9.5％となっています。
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問 18 今後、地域における支え合いや助け合いの活動を活発にしていくためには、どのよ

うなことが重要だと思いますか。（３つまで複数回答） 

今後、地域における支え合いや助け合いの活動を活発にしていくために重要なことについてみると、

「地域の福祉活動に関する情報を得やすくする」が 30.0％と最も高く、次いで「困っている人と支援で

きる人をつなぐ人材を育成する」が 23.3％、「福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする」が 21.3％と

なっています。 

前回調査と比較すると、前回調査では６番目に数値の高かった「困っている人と支援できる人をつな

ぐ人材を育成する」が今回調査では２番目に高くなっています。 

※１ 前回調査では文頭に「地域における」という文言がある

※２ 前回調査では文頭に「地域で」という文言がある

※３ 今回調査のみの選択肢

※４ 今回調査の「地域の」という文言は、前回調査では「地域における」となっている

※５ 前回調査のみの選択肢

21.3 

18.3 

17.9 

15.5 

16.7 

19.8 

23.3 

30.0 

16.1 

16.6 

2.1 

7.7 

8.9 

28.6 

25.2 

16.3 

23.7 

28.6 

23.4 

32.9 

17.4 

16.8 

1.9 

4.3 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40%

福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする

ボランティアなどの活動拠点となる場所を整備する

地域のことについて住民や行政、関係機関などで

話し合える場を作ること

地域の福祉活動の活動費や運営費などの

資金的な援助を行う

福祉活動の担い手を育成する

地域における福祉活動の担い手づくりをすすめる

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

困っている人と支援できる人をつなぐ人材を育成する

地域の福祉活動に関する情報を得やすくする

地域の福祉活動に住民の参加を促す取り組みをすすめる

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する

その他

特にない

不明・無回答

今回調査（N=1,009） 前回調査（N=465）

※１ 

※2 

※4 

※3 

※5 

※4 

※4 

※3 
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7.8 

10.5 

16.1 

10.3 

21.0 

6.9 

27.5 

13.7 

11.2 

4.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

民生委員・児童委員

ケアマネジャーやホームヘルパー

家族や親戚

近所の人

友人・知人

職場などの同僚

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

37.8 

49.1 

8.9 

2.6 

16.3 

21.7 

10.9 

6.7 

2.7 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自治会の回覧板

広報だざいふ

社協だより（ふくしのひろば）

窓口などにあるチラシ・パンフレット

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

５ 福祉サービスについて 

問 19 あなたは、現在、「福祉サービス」に関する情報について、どのように入手してい

ますか。 

① 誰から入手していますか。（２つまで複数回答） 

「福祉サービス」に関する情報を入手している相手についてみると、「情報を得る方法がわからない」

が 27.5％と最も高く、次いで「友人・知人」が 21.0％、「家族や親戚」が 16.1％となっています。

② どんな媒体から入手していますか。（２つまで複数回答） 

「福祉サービス」に関する情報を入手している媒体についてみると、「広報だざいふ」が 49.1％と最

も高く、次いで「自治会の回覧板」が 37.8％、「インターネット」が 21.7％となっています。
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29.2 

2.9 

8.7 

0.8 

3.5 

1.3 

0.4 

8.9 

0.9 

2.8 

10.8 

3.5 

17.9 

11.8 

11.5 

11.1 

47.1 

11.2 

13.5 

1.9 

5.4 

2.2 

0.6 

8.8 

0.6 

2.6 

9.7 

2.2 

11.0 

6.9 

1.3 

11.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所

社会福祉協議会

いきいき情報センター

保健センター

地域包括支援センター

子育て支援センター

地域活動支援センター

（あす・ラック工房、つくしぴあ）

地域の公民館

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

市民図書館

病院や施設

保育所（園）、幼稚園、小中学校

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009） 前回調査（N=465）

③ どこで入手していますか。（２つまで複数回答） 

「福祉サービス」に関する情報の入手先についてみると、「市役所」が 29.2％と最も高く、次いで「情

報を得る方法がわからない」が 17.9％、「情報を得る必要がない」が 11.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「市役所」が 17.9 ポイント、「社会福祉協議会」が 8.3 ポイント減少し、「情

報を得る方法がわからない」が 6.9 ポイント、「情報を得る必要がない」が 4.9 ポイント増加していま

す。 
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60.0 

9.1 

8.7 

4.7 

11.8 

2.5 

15.6 

3.3 

7.7 

40.2 

12.9 

6.8 

4.6 

2.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

市役所などの行政機関

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

自治会の役員

ケアマネジャーやホームヘルパー

保育所（園）、幼稚園、小中学校

病院や施設

福祉活動を行っている民間団体

近所の人

友人・知人

職場などの同僚

相談するところがない

相談はしない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 20 あなた自身やご家族が、生活上の困りごとを抱えた時、家族以外で、どこ（誰）に

相談しますか。（３つまで複数回答） 

本人やその家族が、生活上の困りごとを抱えた時、家族以外で相談する相手についてみると、「市役所

などの行政機関」が 60.0％と最も高く、次いで「友人・知人」が 40.2％、「病院や施設」が 15.6％とな

っています。
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問21 福祉サービス利用者が、自分に最適な福祉サービスを選び、安心して利用するため、

市役所ではどのようなことに取り組む必要があると思いますか。 

（３つまで複数回答） 

自分に最適な福祉サービスを選び、安心して利用するため、市役所が対応する必要のある取り組みに

ついてみると、「福祉サービスに関する情報提供を充実する」が 62.1％と最も高く、次いで「福祉サー

ビスに関する総合相談窓口を設置する」が 44.8％、「福祉サービス選択についての相談対応を充実する」

が 42.4％となっています。

62.1 

42.4 

11.9 

5.6 

23.4 

16.1 

10.6 

7.2 

44.8 

2.5 

3.7 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80%

福祉サービスに関する情報提供を充実する

福祉サービス選択についての相談対応を充実する

福祉サービス事業者への苦情やトラブル解決の

支援体制を整える

福祉サービスの内容を評価するしくみを整える

相談窓口職員の知識、接遇を向上させる

行政や福祉サービス事業者の情報公開をすすめる

住民が福祉に関する法律や制度などを学習できる

機会を増やす

福祉サービス利用者の権利を守るしくみを整える

福祉サービスに関する総合相談窓口を設置する

その他

特にない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）
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38.8 

25.6 

38.5 

15.4 

21.9 

21.6 

9.1 

10.8 

9.3 

8.6 

13.4 

14.2 

14.6 

5.1 

1.0 

2.8 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ホームヘルパーやデイサービスなどの在宅福祉

サービスの充実

特別養護老人ホームなどの施設サービスの充実

身近なところでの相談窓口の充実

専門性の高い相談支援の充実

福祉や介護、子育てのサービスに関する情報提供の

充実

手当など、個人や家族に対する金銭的な援助の充実

施設や交通機関などにおけるバリアフリーの推進

個人の自立を支援するサービスの充実

地域活動や地域福祉活動への公的な援助の充実

地域活動や地域福祉活動を担う人材の育成

気軽に集まれる場の充実

健康づくりや生きがいづくりの推進

住民がともに支え合い、助け合える地域づくりの推進

福祉教育の充実

その他

特にない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 22 住民が住み慣れた地域で、安心して暮らしていくためには、どのような福祉のあり

方が大切だと思いますか。（３つまで複数回答） 

住民が住み慣れた地域で、安心して暮らしていくために大切な福祉のあり方についてみると、「ホー

ムヘルパーやデイサービスなどの在宅福祉サービスの充実」が 38.8％と最も高く、次いで「身近なとこ

ろでの相談窓口の充実」が 38.5％、「特別養護老人ホームなどの施設サービスの充実」が 25.6％となっ

ています。
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9.9 54.0 11.0 11.3 1.0 8.9 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

地域活動や地域福祉活動に積極的に参加する

できるだけ地域での出来事に関心を持つ

学校での行事など、家族に関係ある範囲内の活動には参加する

まずは家庭内の問題（コミュニケーション不足など）を解決する

その他

特にない

不明・無回答

26.3 40.1 9.3 2.6 19.3 

0.8 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

一定の配慮はなされていると思う

どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う

どちらかといえば配慮がなされていないと思う

ほとんど配慮がなされていないと思う

わからない

その他

不明・無回答

問 23 私たち一人ひとりが安心して地域のなかで暮らしていくために、市民のひとりとし

て、あなたができることはどんなことがあると思いますか。（単数回答） 

一人ひとりが安心して地域のなかで暮らしていくためにできることについてみると、「できるだけ地

域での出来事に関心を持つ」が 54.0％と最も高く、次いで「まずは家庭内の問題（コミュニケーション

不足など）を解決する」が 11.3％、「学校での行事など、家族に関係ある範囲内の活動には参加する」

が 11.0％となっています。

問24 あなたは日ごろの生活のなかで、障がいのある人への配慮がなされている、または、

なされていない（差別がある）と感じたことがありますか。（単数回答） 

日ごろの生活のなかで、障がいのある人への配慮について感じたことについてみると、「どちらかと

いえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う」が 40.1％と最も高く、次いで「一定の配慮

はなされていると思う」が 26.3％、「わからない」が 19.3％となっています。
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16.5 19.7 26.4 34.8 

0.7 0.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

46.2 

15.0 

70.1 

13.9 

2.6 

13.9 

0.8 

0.0

0.3 

2.6 

10.7 

2.2 

1.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

自分で自動車・バイクを運転

鉄道、バス

タクシー

家族や親戚の協力

近所の人の協力

お店への送迎サービス

介護ヘルパーなどの支援

移動販売・移動スーパー

電話・ＦＡＸ・インターネットによる宅配や配食

お店で買った商品の配達サービス

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 25 あなたはどのような方法で買い物を行っていますか。（３つまで複数回答） 

買い物を行っている方法についてみると、「自分で自動車・バイクを運転」が 70.1％と最も高く、次

いで「徒歩」が 46.2％、「自転車」が 15.0％となっています。

問 26 あなたは問 25 で回答した方法で買い物を行ったうえで、住んでいる場所が買い物

に不便だと思いますか。（単数回答） 

問 25 で回答した方法で買い物を行ったうえで、住んでいる場所が買い物に不便だと思うかについて

みると、「そう思わない」が 34.8％と最も高く、次いで「あまりそう思わない」が 26.4％、「ややそう思

う」が 19.7％となっています。



33 

32.7 

32.0 

26.6 

15.6 

20.7 

35.3 

27.8 

19.1 

17.2 

7.3 

2.4 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40%

男女ともに家事・育児に参加する意識づくり

安心して出産や育児ができる母子保健や

医療サービスの充実

保育サービスのメニュー（乳児保育、一時保育、

延長保育など）の充実

働く時間を短縮し、子どもと接する時間を増やす

取り組みの充実

育児休業制度や出産後の再雇用制度の充実

育児に関する手当や子どもの医療費助成など、

経済的な支援の充実

保育所の費用や教育にかかる費用の減額

子育ての悩みごとなどに関する相談体制の充実

地域ぐるみで子育てを支援する体制の確立

特にない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

６ これからの福祉のあり方について 

問 27 子どもたちやその家族が住みよいまちをつくるために、今後、どのようなことが重

要だと考えますか。（３つまで複数回答） 

子どもたちやその家族が住みよいまちをつくるために重要なことについてみると、「育児に関する手

当や子どもの医療費助成など、経済的な支援の充実」が 35.3％と最も高く、次いで「男女ともに家事・

育児に参加する意識づくり」が 32.7％、「安心して出産や育児ができる母子保健や医療サービスの充実」

が 32.0％となっています。
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38.9 

23.2 

12.2 

37.1 

32.9 

19.2 

6.5 

9.4 

21.6 

29.5 

3.4 

20.9 

2.5 

1.0 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康づくりや医療体制の充実

公共施設・道路・交通機関の改善（バリアフリー）

高齢者が住みやすい住宅の整備

在宅福祉サービス（ホームヘルプ・デイサービスなど）

の充実

入所施設（特別養護老人ホームなど）の充実

高齢者の働く機会の充実

高齢者のボランティア活動への参加機会の充実

高齢者の文化芸術・スポーツ活動への参加機会の充実

経済的な支援の充実

困ったときの相談体制の充実

高齢者と家族のつながりを深める取り組みの充実

隣近所や自治会など、身近な地域で高齢者を支える

取り組みの充実

特にない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 28 高齢者の人たちが住みよいまちをつくるために、今後、どのようなことが重要だと

考えますか。（３つまで複数回答） 

高齢者の人たちが住みよいまちをつくるために重要なことについてみると、「健康づくりや医療体制

の充実」が 38.9％と最も高く、次いで「在宅福祉サービス（ホームヘルプ・デイサービスなど）の充実」

が 37.1％、「入所施設（特別養護老人ホームなど）の充実」が 32.9％となっています。
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34.2 

35.4 

23.5 

32.0 

14.9 

12.9 

29.2 

1.7 

3.2 

21.2 

10.2 

23.4 

12.6 

2.4 

0.8 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40%

自立した生活を送るための教育や生活訓練の充実

職業訓練や働く場の充実

公共施設・道路・交通機関などの改善（バリアフリー）

障がいのある人に対する理解の促進

入所施設の充実

在宅福祉サービス（ホームヘルプ・デイサービスなど）

の充実

障がい者の働く機会の充実

障がい者のボランティア活動への参加機会の充実

障がい者の文化芸術・スポーツ活動への参加機会の

充実

福祉手当の支給など、経済的な支援

住みやすい住宅の支援

困ったときの相談体制や情報提供の充実

身近な地域で障がいのある人を支援する体制の充実

特にない

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 29 障がいのある人たちが住みよいまちをつくるために、今後、どのようなことが重要

だと考えますか。（３つまで複数回答） 

障がいのある人たちが住みよいまちをつくるために重要なことについてみると、「職業訓練や働く場

の充実」が 35.4％と最も高く、次いで「自立した生活を送るための教育や生活訓練の充実」が 34.2％、

「障がいのある人に対する理解の促進」が 32.0％となっています。
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45.6 

14.2 

35.2 

12.4 

18.9 

25.2 

18.3 

0.8 

6.2 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自立に向けた相談支援

住居確保のための給付金の支給

就労に向けた準備の支援

家計の立て直しを促す相談支援

一般的な就労以外の就労の場の提供

生活困窮世帯の子どもへの学習などの支援

衣食住の提供などの一時的な生活支援

その他

わからない

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

７ 生活困窮者支援・ひきこもりについて 

問 30 生活困窮者（就労したくてもできない、住居がない方など）を支援するためどのよ

うな施策が重要だと思いますか。（２つまで複数回答） 

生活困窮者を支援するために重要な施策についてみると、「自立に向けた相談支援」が 45.6％と最も

高く、次いで「就労に向けた準備の支援」が 35.2％、「生活困窮世帯の子どもへの学習などの支援」が

25.2％となっています。
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35.6 

18.9 

14.0 

24.5 

9.4 

26.6 

15.4 

19.7 

2.5 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40%

相談（面談や電話などを含む）

フリースペースなどの居場所

家族訪問のサービス

就労訓練をするサービス

当事者の会

メンタルフレンド（友達のような話し相手）

家族や親の会

働く場所

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 31 ひきこもり当事者に対して、行政に取り組んでほしいことは何ですか。 

（２つまで複数回答） 

ひきこもり当事者に対して、行政に取り組んでほしいことについてみると、「相談（面談や電話などを

含む）」が 35.6％と最も高く、次いで「メンタルフレンド（友達のような話し相手）」が 26.6％、「就労

訓練をするサービス」が 24.5％となっています。
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55.0 

44.5 

27.3 

13.2 

12.8 

14.3 

18.2 

18.9 

9.2 

4.6 

8.9 

2.3 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職業相談・紹介

就労のための訓練

就労後の支援

家計の相談

生活再建のための貸付

ひきこもり支援

住居の一時的な提供

子どもへの学習支援

進学の支援

中途退学防止のための支援

自殺対策

その他

不明・無回答

今回調査（N=1,009）

問 32 生活困窮の問題や支援制度について、あなた自身は具体的にどのような支援が最も

必要だと思いますか。（３つまで複数回答） 

生活困窮の問題や支援制度について、最も必要な支援についてみると、「職業相談・紹介」が 55.0％

と最も高く、次いで「就労のための訓練」が 44.5％、「就労後の支援」が 27.3％となっています。
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24.2 44.1 1.4 26.4 4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

名前も内容も知っている 名前は聞いたことがある

制度を利用・相談したことがある まったく知らない

不明・無回答

1.1 37.4 18.2 37.5 5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,009）

現在利用している、利用したことがある

これまで利用したことはないが、今後利用したい

利用するつもりはない

わからない

不明・無回答

８ 成年後見制度について 

問 33 あなたは「成年後見制度」についてどのくらい知っていますか。（単数回答） 

「成年後見制度」の認知度についてみると、「名前は聞いたことがある」が 44.1％と最も高く、次い

で「まったく知らない」が 26.4％、「名前も内容も知っている」が 24.2％となっています。

問 34 今後あなたやあなたの家族が認知症などにより判断する力が衰えたとき、成年後見

制度を利用したいと思いますか。（単数回答） 

本人やその家族が認知症などにより判断する力が衰えたとき、成年後見制度を利用したいかについて

みると、「わからない」が 37.5％と最も高く、次いで「これまで利用したことはないが、今後利用した

い」が 37.4％、「利用するつもりはない」が 18.2％となっています。
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制度をよく知らないから

利用する必要がなさそうだから

手続きが難しそうだから

後見人であっても他人に財産など個人的なことに

関わってほしくないから

後見人とのやり取りが面倒だから

後見人へ報酬を支払いたくないから

過去に利用したことがあり、メリットを

感じられなかったから

不明・無回答

今回調査（N=562）

問 34で「利用するつもりはない」、「わからない」を選んだ方 

問 34-1 上記の回答を選んだ理由はなんですか。（複数回答） 

成年後見制度を利用したくない理由についてみると、「制度をよく知らないから」が 50.7％と最も高

く、次いで「利用する必要がなさそうだから」が 35.9％、「後見人であっても他人に財産など個人的な

ことに関わってほしくないから」が 22.6％となっています。
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